
資料：総務省「国勢調査」
（注）「配偶関係不詳」は省略した。
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資料：内閣府「生活実態に関する調査」（平成20年）
（注）調査対象は、全国60歳以上の男女
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２ 高齢者の経済状況

（１）暮らし向きについて、高齢になるほど苦
しいと感じている高齢者は減少

高齢者の暮らし向きについてみると、「苦し
い」（「大変苦しい」と「やや苦しい」の計）と
感じている者の割合は全体で２６．４％であり、高
齢になるほど「苦しい」と感じる人は減少する。
また、家計の状況をみると「赤字になる（「ほ

ぼ毎月赤字になる」と「ときどき赤字になる」
の計）」と回答した者の割合も約４割（４０．４％）
であった（図１－２－２－１）。

（２）高齢者世帯は、世帯人員一人当たりの年
間所得が全世帯平均と大きな差はなく、６
割の世帯は所得が公的年金・恩給のみ

高齢者世帯（６５歳以上の者のみで構成するか、
又はこれに１８歳未満の未婚の者が加わった世

図１－２－１－１３ 配偶関係別にみた高齢者の割合

図１－２－２－１ 高齢者の暮らし向き
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資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成20年）
　　　（同調査における平成19年１年間の所得）
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帯）の年間所得（平成１９（２００７）年の平均所得）
は２９８．９万円となっており、全世帯平均（５５６．２
万円）の半分強であるが、世帯人員一人当たり
でみると、高齢者世帯の平均世帯人員が少ない
ことから、１９２．４万円となり、全世帯平均
（２０７．１万円）との間に大きな差はみられなく
なる。
また、高齢者世帯の所得を種類別にみると、

「公的年金・恩給」が２１１．６万円（総所得の
７０．８％）で最も多く、次いで「稼働所得」５０．５
万円（同１６．９％）となっている（表１－２－２－
２）。
さらに、公的年金・恩給を受給している高齢

者世帯における公的年金・恩給の総所得に占め
る割合別世帯数の構成割合をみると、約６割の
世帯において公的年金・恩給が総所得の全てと
なっている（図１－２－２－３）。

（３）高齢者の所得格差は大きいが、縮小傾向
ア ジニ係数１をみると、高齢者のほうが他の
年齢階級と比べて高いものの、時系列でみる
と改善傾向
世帯員の年齢階級別の所得のジニ係数（不平

等度を測る指標）をみると、６０歳以上のジニ係
数の水準は他の年齢階級と比べて高い。すなわ
ち６０歳以上の者の間の所得の格差は他の年齢層
に比べて大きいが、平成１４（２００２）年と比べて

１７（２００５）年では、７０～７４歳以外では低下した。
また、２０～３４歳、４０～５９歳といった勤労世代に
ついては上昇した（図１－２－２－４）。
注１：ジニ係数とは、分布の集中度あるいは不平等度を示す

係数で、０に近づくほど平等で、１に近づくほど不平
等となる。

（４）世帯主が６５歳以上の世帯では、一人当た
りの支出水準は全世帯を上回り、貯蓄は全
世帯平均の１．４倍

支出についてみると、世帯主の年齢階級別の
世帯人員一人当たりの１年間の支出は、世帯主
が２９歳以下の世帯が最も高く１５９．２万円で、
３０～３９歳の世帯が１０４．８万円と底となり、年齢
が上がるにつれて増加し、６０～６９歳、７０歳以上

区 分
平均所得金額

一世帯当たり 世帯人員一人当たり（平均世帯人員）
高齢者世帯 総所得 ２９８．９万円 １９２．４万円（１．５５人）

稼働所得 ５０．５万円 （１６．９％）
公的年金・恩給 ２１１．６万円 （７０．８％）
財産所得 １７．６万円 （５．９％）
年金以外の社会保障給付金 ２．５万円 （０．８％）
仕送り・その他の所得 １６．６万円 （５．５％）

全 世 帯 総所得 ５５６．２万円 ２０７．１万円（２．６９人）

資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成２０年）（同調査における平成１９年１年間の所得）
（注）高齢者世帯とは、６５歳以上の者のみで構成するか、又はこれに１８歳未満の未婚の者が加わった世帯をいう。

表１－２－２－２ 高齢者世帯の所得

図１－２－２－３ 高齢者世帯における公的年
金・恩給の総所得に占める
割合別世帯数の構成割合



資料：厚生労働省「所得再分配調査」
※「再分配所得」とは、当初所得から税金、社会保険料を控除し、社会保障給付（現物、現金）を加えたもの。
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資料：総務省「家計調査（総世帯）」（平成20年）より内閣府にて算出。
（注）１か月間のデータを12倍して１年間の支出を算出し、平均世帯人員数で割った。
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（万円）

ではそれぞれ１３６．３万円、１２９．６万円である。世
帯主が６５歳以上の世帯の支出は全世帯の平均と
比較すると、一人当たりの支出水準は全世帯を
上回っている（図１－２－２－５）。
また、資産についてみてみると、世帯主の年

齢階級別の家計の貯蓄・負債の全般的状況は、
世帯主の年齢が高くなるにつれて、１世帯当た
りの純貯蓄は増加し、世帯主が６０歳以上の世帯
では他の年齢層と比べて大きな純貯蓄を有して
いることが分かる。年齢が高くなればなるほ
ど、貯蓄額と持家率が増加する一方、世帯主が
４０～４９歳の世帯をピークに負債額は減少してい

く。
なお、世帯主が６０歳以上の世帯の貯蓄の１５％

弱は郵便貯金銀行の定期性預金である（図１－
２－２－６）。
貯蓄現在高階級別の世帯分布をみると、世帯

主の年齢が６５歳以上の世帯（二人以上の世帯）
では、４，０００万円以上の貯蓄を有する世帯が
１７．１％であり、全世帯（１０．４％）の１．６倍近い
水準となっている（図１－２－２－７）。また、
負債が貯蓄を超えている世帯の割合は５．７％に
とどまり、全世帯（２２．６％）に比べて低い割合
にある（図１－２－２－８）。

図１－２－２－４ 年齢階級別ジニ係数（等価所得）

図１－２－２－５ 世帯主の年齢階級別世帯人員一人当たりの１年間の支出
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資料：総務省「家計調査（二人以上世帯）」（平成20年）
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資料：総務省「家計調査」（平成20年）
（注１）単身世帯は対象外
（注２）ゆうちょ銀行、郵便貯金・簡易生命保険管理機構（旧日本郵政公社）、銀行、その他の金融機関への預貯金、生命保険の掛金、株式
　　　　・債券・投資信託・金銭信託などの有価証券と社内預金などの金融機関外への貯蓄の合計
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全世帯平均 1,680万円
65歳以上平均　 2,329万円
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（５）被保護者人員は増加傾向
高齢者の被保護者人員（生活保護を受けてい

る者）の推移をみると、６５歳以上では平成１５
（２００３）年から２０（２００８）年の５年間で１５万人
増加しており、６５歳以上人口に占める被保護者
人員の割合は２．２８％で、全体の１．２０％の２倍弱
である（図１－２－２－９）。

（６）ホームレスも高齢化、５５歳以上で増加傾向
平成１９（２００７）年のホームレスの年齢構成を

１５（２００３）年と比較すると、平均年齢は５７．５歳
（男性５７．５歳、女性５６．６歳）で前回より１．６歳
上昇した。年齢分布を見ても４０～４９歳、５０～５４
歳が減る一方、５５歳以上は増えており、ホーム
レスの高齢化が進んでいる（図１－２－２－
１０）。

図１－２－２－６ 世帯主の年齢階級別１世帯当たりの貯蓄・負債、年間収入、持家率

図１－２－２－７ 貯蓄現在高階級別世帯分布



資料：総務省「家計調査」（平成20年）
（注１）単身世帯は対象外
（注２）貯蓄現在高とは、ゆうちょ銀行、郵便貯金・簡易生命保険管理機構（旧日本郵政公社）、銀行、その他の金融機関への預貯金、生命
        　 保険の掛金、株式・債券・投資信託・  金銭信託などの有価証券と社内預金などの金融機関外 への貯蓄の合計現在高をいう。
（注３）負債現在高とは、ゆうちょ銀行、郵便貯金・簡易生命保険管理機構（旧日本郵政公社）、銀行、生命保険会社、住宅金融公庫などの
        　 金融機関からの借入金のほか、勤め先の会社・共済組合、親戚・知人からなどの金融機関外からの借入金の合計現在高をいう。
（注４）「（貯蓄現在高）－（負債現在高）」が「0」の世帯は、貯蓄現在高超過が100万円未満の世帯に含む。
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資料：総務省「人口推計」「国勢調査」、厚生労働省「被保護者全国一斉調査（基礎調査）」より内閣府作成

20年19年18年17年16年15年平成14年

図１－２－２－８ 貯蓄・負債現在高の差額階級別世帯分布

図１－２－２－９ 被保護者人員の変移
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（%）

資料：厚生労働省「ホームレスの実態に関する全国調査報告書」
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３ 高齢者と健康・福祉

（１）高齢者の健康
ア 高齢者の半数近くが何らかの自覚症状を訴
えているが、日常生活に影響がある者は４分
の１程度
６５歳以上の高齢者の健康状態についてみる
と、平成１９（２００７）年における有訴者率（人口
１，０００人当たりの「ここ数日、病気やけが等で
自覚症状のある者（入院者を除く）」の数）は
４９６．０と半数近くの者が何らかの自覚症状を訴
えている。
一方、６５歳以上の高齢者の日常生活に影響の

ある者率（人口１，０００人当たりの「現在、健康
上の問題で、日常生活動作、外出、仕事、家
事、学業、運動等に影響のある者（入院者を除
く）」の数）は、平成１９（２００７）年において２２６．３
と、有訴者率と比べると半分程度になってい
る。これを年齢階級別、男女別にみると、年齢
層が高いほど上昇し、また、いずれの年齢層に
おいても女性が男性を上回っている（図１－
２－３－１）。
この日常生活への影響を内容別にみると、高

齢者では、日常生活動作（起床、衣服着脱、食

事、入浴など）が人口１，０００人当たり９９．４、外
出（時間や作業量などが制限される）が同９８．１
と高くなっており、次いで仕事・家事・学業
（時間や作業量などが制限される）が同８４．６、
運動（スポーツを含む）が同６４．３となっている。
男女別では、男性は日常生活動作（起床、衣服
着脱、食事、入浴など）、女性は外出（時間や
作業量などが制限される）が最も高くなってい
る（図１－２－３－２）。
これを先にみた高齢者の有訴者率と比較する

と、高齢者は、何らかの自覚症状があっても、
必ずしも日常生活に支障を来しているわけでは
ないことが推察される。
また、健康状態が良いほど、日常生活全般の

満足度が高くなっている（図１－２－３－３）。

イ 国際的にみて日本では「自分は健康」と考
えている人が多い
我が国は平均寿命だけでなく、健康寿命（心

身ともに自立して健康に生活できる期間）も世
界で最も長い（表１－２－３－４）が、健康に
ついての高齢者の意識をアメリカ、ドイツ、フ
ランス及び韓国の４カ国と比較してみても、
「健康である」と考えている者の割合は、日本

図１－２－２－１０ ホームレスの年齢分布


